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 所⾧挨拶                    

 本ニューズレターでは、高崎経済大学地域科学
研究所の事業として、第 16 回地域めぐり、第 21
回公開講演会、第 7 回地域経営セミナー、地域交
通プロジェクト進捗報告、公開講座受講者アンケ
ート集計結果についてご紹介しております。ぜひ
ご一読ください。 

地域社会を取り巻く環境は急速に変化してお
り、人口減少や高齢化、地域経済の再構築、デジ
タル化、脱炭素社会への移行といった課題が顕在
化しています。当研究所では、これらの課題に対
し、地域の皆さまとともに知恵を出し合い、新た
な価値を創造することを目指しております。 

市民の皆さまには、今後とも当研究所の事業に
積極的にご参加いただきますようお願い申し上
げるとともに、引き続きご理解とご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。 
             所⾧  佐藤 徹 
 
 事業報告① 第１６回地域めぐり             
 2024 年 10 月 14 日に地域めぐりの「地形模型
で学び、榛名地域をめぐる」を実施しました。 
 高崎市は平成以降の市町村合併によって広大
な市域を有しています。このため、高崎駅や市役
所のある中心部の標高がおおよそ 95m なのに対
して、北西部の榛名地域や倉渕地域は標高

1,000mを超える変化にとんだ地形となっていま
す。今回の地域めぐりでめぐった榛名地域は、高
崎市の中心部と地形や自然環境、歴史や文化も異
なっており、普段高崎市で生活する私たちも地域
のつながりを意識することはあまり多くはない
のでしょうか。今回の地域めぐりでは、こうした
変化にとんだ景観を見せる高崎市の様子を視覚
的に体感してもらうために、午前中に参加者に図
書館ホールで地形模型と使って作成したプロジ
ェクションマッピングを使って榛名地域の様子
について視覚的に学習してもらい、午後に実際に
榛名地域に出かける旅程としました。 
 図書館ホールには高崎市全域と榛名地域を拡
大した 2 種類の地形模型を準備し、それぞれの地
形模型に GIS（地理情報システム）で作成した地
図をプロジェクターで投影しながら地域の様子
について解説していきました。なお、これらの地
形模型は 2020 年度から毎年ゼミの 3 年生が少し
ずつ作成したものになります。まず、高崎市全域
の地形模型を使って平成に実施された市町村合
併によって高崎市の市域が榛名地域に広がって
いく様子を投影し、高崎市における榛名地域の位
置や地形の特徴を確認してもらいました。次に、
榛名山が噴火を繰り返しながら現在の姿になっ
た過程の動画や、河川の流れを投影しながら火山
災害や土砂災害の危険性も解説してきました。そ
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の後は江戸時代から明治時代の榛名神社参詣の
道を地形模型上で示しながら午後にめぐるルー
トを紹介し、榛名神社の門前に宿坊が集積してい
た「社家町」や、随神門や五重塔、本殿といった
榛名神社の主要な施設の位置関係を確認しても
らいました。こうして、高崎市全体の自然環境や
歴史、見どころを共有してもらいました。 

 図書館ホールでの解説後はバスに乗り、古くか
らの榛名参詣の道「室田道」を通りながらゼミ生
による榛名地域の食文化について解説を聞きな
がら榛名地域に向かい、榛名地域に到着後にはも
ともと宿坊であったそば屋の「赤門 般若坊」で
般若坊の建物の特徴や榛名講のお話を聞きなが
ら昼食をとりました。昼食後には社家町を散策し
ながら榛名神社に入り、随神門や橋のような形状
が特徴的な鞍掛岩を見ながら榛名神社の境内を
散策しました。この後は一般的な散策ルートから
離れ、土砂災害を防ぐ目的で建設された砂防堰堤
を見学しました。砂防堰堤は榛名川の水害による
土砂災害の復旧工事で 1955 年に建設された高さ
17 m、幅 69 m のダムで、登録有形文化財にも
指定されています。この砂防堰堤は榛名川と下流
の烏川流域の防災に役立っており、榛名地域と下
流の高崎市市街地との地形的なつながりを感じ
ることができます。 
 最後に「悴田梨園」に立ち寄り、悴田さんの解
説を聞きながら榛名地域でのナシ栽培の歴史や

土壌条件などの自然とのかかわりについて学び
ました。悴田梨園には梨園カフェが併設されてお
り、参加者はソフトクリームを楽しみました。 
 今回は通常の地域めぐりとは異なり、大学に集
まってから現地に向かう旅程としました。地図や
地形模型をみてから地域を歩けば、自然環境や歴
史が重層的に重なった地域の成り立ちや「なぜこ
こに観光資源があるのか」といったさまざまな問
いに気づくことができます。今回の地域めぐりを
通して少しでもまちあるきの楽しみ方をお示し
できていれば幸いです。 
 最後にこの地域めぐりのために、下見の同行か
ら見学先への折衝までご担当くださった地域科
学研究所事務局、研究支援チームの井野さん、太
田ゼミ 3 年生、参加者の皆様にこの場を借りてお
礼申し上げます。 

太田 慧（地域政策学部准教授） 
 

事業報告② 第２１回公開講演会        
地域科学研究所の第 21 回公開講演会は、“性に

まつわる議論の「すれ違い」”と題し、批評家・ラ
イターとしてご活躍されている瀬戸マサキ先生
をお招きして、2024 年 11 月 9 日土曜日に実施
した。 

今年度の企画担当者として、過去の本研究所に
おける公開講演会のテーマを眺めた際に、意外に
も「ジェンダー」に関するものが扱われていない
ことに気づいた。2023 年 6 月に「性的指向及び

＜地形模型によるプロジェクションマッピング 
実演の様子 講師:太田 慧 准教授＞ 

＜砂防堰堤見学と学生による解説の様子＞ 
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ジェンダーアイデンティティの多様性に関する
国民の理解の増進に関する法律」が公布・施行さ
れ、本学においてもサスティナビリティ委員会内
ワーキンググループにおいてジェンダー・セクシ
ュアリティ平等のための基本理念・基本方針を策
定すべく検討が進められている。 

上述した法律の施行や、社会の各セクターにお
いてジェンダーやセクシャリティに関する議論
が進められている一方で、ごく一般的な認識、あ
るいはインターネットの世界の風聞において実
質的な理解が進展していないような場面も生じ
ている。とくに、性自認と身体的な性が一致して
いない人を指すトランスジェンダーをめぐる議
論は、感情論やヘイトを含めた過激な内容も見ら
れる状況にある。 

こうした課題意識をもとに、本学の学生・教職
員のみならず、市民の皆さんにも広く参加しても
らえる公開講演会として本会を設定している。講
師の依頼には、鈴木耕太郎先生のご協力を得て、
瀬戸先生にお願いすることができた。瀬戸先生に
書いていただいた本講演会のリード文は、まさに
今回の意図を表現していただいたものであるの
で以下に抜粋する。 

“ジェンダーが専門ではないのに分かったよう
な口をきくコメンテーター、LGBTQ+についての
勉強などしたことないのにトイレの議論をする
ネットユーザー、身近な例だけを見て「私たちは
そんなの求めてない」とトランスを巻き込み差別
に迎合するゲイのインフルエンサー…。私たちは
なぜ性に関する議論を「自分も口を出せる簡単な
トピック」だと思ってしまうのだろうか。この講
演では、安易に口を出すのでもない、かといって
黙ってしまうのでもない、誠実で謙虚な議論をす
るための「LGBTQ+争点」基礎知識をお届けしま
す。“ 

当日の参加者は、比較的若い受講者が多く、ま
た本学の教職員や学生らも多く参加するものと
なった。通常の公開講演会では、比較的高年齢の

市民の方の参加が多いなかで異例であるが、若者
らがもつ当該テーマへの関心の高さをうかがえ
るものであった。 

講義は、瀬戸先生が社会運動論として LGBTQ
＋運動などをご研究されるなかでの見解を踏ま
えつつ、その概念の沿革や展開について、海外の
状況を踏まえながらわかりやすく解説していた
だけた。 

とくに個人的に重要だと思ったトピックとし
て、当事者からの”Lived Experience（自分自身の
経験）”を一般化してしまうことの危険性である。
とくに自分の Lived Experience を否定しないも
のに安易に飛びついてしまうこと、その際にとき
に反学者的で非専門的なものを好む状況は、過度
な論調が生まれる背景の理解につながるもので
あった。そしてＬＧＢＴＱ＋の問題をシングルイ
シューとしてとらえるのではなく、民族や貧困、
社会問題など当事者のおかれた背景と合わせた
マルチイシューとしてとらえることで、多くの人
が理解する、あるいは参画できる可能性が示され
た。 

講演後は、参加者から活発な論点提示や質問が
行われ、瀬戸先生からの見解を得ながら有意義な
議論が行われた。本会を起点とし、本学のジェン
ダーやセクシャリティに関する取り組みの一層
の進展に期待を寄せる機会となった。 

片岡 美喜（地域政策学部教授） 
 

＜講演の様子 講師:瀬戸 マサキ 氏＞ 
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事業報告③第７回地域経営セミナー        
第 7 回地域経営セミナー 
「自治体の EBPM－ロジックモデルとデータ分
析を中心に」 

高崎経済大学地域科学研究所では、自治体職員
を対象とした「地域経営セミナー」を毎年度開催
しています。本年度で第 7 回目を迎えた本セミナ
ーは、2023 年 12 月 6 日（金）14:00～16:00 に
高崎経済大学図書館ホールにて、対面とオンライ
ンを組み合わせたハイフレックス方式で実施さ
れました。今回は 22 の自治体と４つの外郭団体
から計 58 名が参加し、活発な議論が展開されま
した。 

近年、自治体においてもエビデンスに基づく政
策立案（Evidence-Based Policy Making: EBPM）
の重要性が高まっています。EBPM は政策の透明
性や有効性の向上に寄与する一方で、その推進に
は行政組織内での課題解決が求められます。特
に、ロジックモデルの構築やデータ分析をどのよ
うに実務に落とし込むかについて、多くの自治体
が模索している状況です。 

こうした背景を踏まえ、本セミナーでは「自治
体の EBPM」をテーマに設定し、追手門学院大学
の小野達也教授（鳥取大学名誉教授）を講師とし
てお招きしました。基調講演では、小野教授が
EBPM 推進のための具体的な手法や課題解決策に
ついて講演を行い、その後、筆者がコメンテータ
ーとして総合討論を進行しました。 

小野教授は基調講演で以下のポイントについ
て詳しく解説しました。まず、施策や事務事業の
進捗管理システムが広く導入されている現状を
評価するとともに、アウトカム測定における指標
設定の重要性について言及しました。また、ロジ
ックモデルを活用して政策効果を明確化する取
り組みが増加していることにも触れました。次
に、業績測定における評価指標の妥当性を検討す
る際には、単なる数値目標だけでなく、その背景
となる政策ロジックを重視する必要があること

を具体的な事例とともに説明しました。さらに、
EBPM における目標値設定や実績値との比較・分
析プロセスについて、「より良いエビデンス」を
提供するためには外部要因や交絡因子への配慮
が不可欠であると強調しました。 

最後に、小野教授は以下の 3 点を提言として
まとめました。第一に、多くの取り組みにおいて
評価指標には改善余地があり、その改善はエビデ
ンス・ベーストな政策立案に大きな効果をもたら
すこと。第二に、評価指標設定や厳密なエビデン
ス取得には政策ロジックの確認が不可欠である
こと。そして第三に、「あるなし」の比較可能性
を高めるためには外部要因や交絡因子をどれだ
けコントロールできるかが鍵となることです。 

基調講演後には総合討論が行われました。来場
者およびオンライン参加者から寄せられた質問
には、小野教授が一つひとつ丁寧に回答しまし
た。また、筆者もコメンテーターとして補足的な
コメントを加えながら議論を深めました。  

本セミナーでは、小野教授による専門的かつ実
践的な知見が共有されただけでなく、参加者との
意見交換も活発に行われました。EBPM 推進への
理解促進だけでなく、その実践方法について具体
的な示唆が得られる機会となりました。本研究所
では今後もこのような場を提供し、自治体職員に
よる政策立案能力向上に寄与していきたいと考
えています。 

佐藤 徹 
（地域政策学部教授、地域科学研究所所⾧） 

＜総合討論の様子 講師: 
佐藤 徹 教授（左）小野 達也 教授（右）＞ 
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 研究プロジェクト進捗報告          
第 22 回・前回ニューズレターでもご紹介いた

しましたが、私達は昨年度から研究プロジェクト
「高崎経済大学周辺の地域交通とその将来性に
関する研究」を実施させていただいています。昨
年7月に関越交通㈱からご講演者をお招きして実
施した本プロジェクトの第1回公開講演会に引き
続き、11 月 8 日（金）14:20～15:50 には第 2
回公開講演会として株式会社みちのりホールデ
ィングス・ディレクター（前小山市都市整備部⾧）
の淺見知秀氏にお越しいただき、図書館ホールに
て「地域公共交通の利用促進が都市に与えた影響
:バス利用者が 3 倍に増えた栃木県小山市の実
践」との題でご講演いただきました。プロジェク
トメンバー（会場およびオンライン）・学生・外
部の方々などを含め約 30 名のご参加者がありま
した。 

地方都市の公共交通はモータリゼーションや
人口減少、人手不足などの影響で厳しさを増して
いるケースが多くなっていますが、デザインや工
夫、熱意などによっては状況が好転する例も見ら
れます。高崎市と地理的・条件的に比較的近い特
徴を持つ栃木県小山市においては、コミュニティ
バス「おーバス」の利用促進が図られた結果、利
用者が大幅に増加し、当該プロジェクトがグッド
デザイン賞を受賞するにいたったということで、
プロジェクトを担当された淺見知秀氏をお招き
し、実践の様子や都市への影響などに関してご講
演いただく、という趣旨で本講演会を実施いたし
ました。 

淺見氏は昨年 3 月に⾧野県上田市の信州大学
（繊維学部キャンパス）で開催されプロジェクト
メンバーも 6 名が参加した、「第 11 回人と環境
にやさしい交通をめざす全国大会」の市民フォー
ラムで基調講演者をご担当されておられ、そのと
きの縁で本学にもお越しいただけることになり
ました。「イクメン」でも知られるお若さと行動
力、生き生きとしたお話を現地で伺い、メンバー

から本学でもぜひお話の続きを、とご依頼した結
果、ご快諾いただけました。 

ご講演では高崎市から比較的近い上に車社会・
新幹線停車駅など状況も似通った栃木県小山市
におけるバス利用者の劇的な増加を導いた政策
などを中心に、大変興味深いお話を伺うことがで
きました。とくに、バスの運行改善だけでなく料
金やサービス内容を思いきって大きく見直した
定期券の導入、情報タブロイド誌などを活用した
モビリティ・マネジメント、まちなか再生も含め
た積極的な目標など、新しい話題を数多くご提供
いただきました。本学周辺における公共交通関連
の議論、とくに国際的・全国的な成功例を踏まえ
た議論では必ずといってよいほど「でも、群馬県
は車社会なので無理」といった否定意見が出るの
が常ですが、本例は同じ北関東であり高崎市の半
分程度の人口の都市における成功例である上、こ
のような政策の責任者としては比較的若く、新し
いアイデアや行動力溢れる淺見氏の経験談とい
うこともあって、ご参加者の方々の反応も普段と
はだいぶ異なり、質疑応答も非常に熱気のあるも
のとなりました。 

なお事前の準備や当日の実施においてはメン
バーの先生方や事務局の方々に多くのご尽力を
いただきました。とくに西野寿章名誉教授（前所
⾧）、大島登志彦名誉教授には講演依頼時や講演
会後に設定した淺見氏との懇談においてもご協
力いただきました。ありがとうございます。 

米本 清  （地域政策学部教授、     
同プロジェクトリーダー） 

＜講演の様子 講師:淺見 知秀 氏＞ 
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 地域科学研究所動静                      

地域科学研究所紀要  『産業研究』 第 60 巻 
第１号を発刊しました。今号では，論文２本，研
究ノート１編、書評１編を掲載しました。 
本学図書館ホームページ（リポジトリ）よりご覧
頂けます。 

前号で紹介させて頂いた、愛知大学地域政策学
部の駒木伸比古教授による『地方都市における中
心市街地の課題－人口減少時代とまちづくり－』
の書評を掲載しております。 
 

 

 

高崎経済大学地域科学研究所 

ニューズレター No.25 

 発 行 2025 年 2 月 28 日 

 群馬県高崎市上並榎町 1300(〒370-0801) 

 TEL(027)344-6267 FAX(027)343-7103 

 E-mail : chiikikagaku@tcue.ac.jp 

 ©TIRS 


